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コール転送の概要
ユーザは Cisco Unified IP Phoneがコールを別の電話に転送するように設定できます。次のコール
転送タイプがサポートされています。

•帯域幅不足時転送：帯域幅不足が原因で電話番号へのコールが失敗すると、コールが転送さ
れます。また、公衆電話交換網（PSTN）をボイスメールシステムへの代替ルートとして使
用する自動代替ルーティング（AAR）接続先への転送機能が提供されます。

•代替宛先への転送：電話番号と転送先へのコールに応答がない場合にコールが転送されま
す。最終的な手段としてコールは代替接続先に転送されます。このコール転送タイプは「MLPP
代替パーティ接続先」とも呼ばれます。“”

•不在転送（CFA）：すべてのコールが 1つの電話番号に転送されます。

•話中転送（CFB）：回線が使用中であり、設定されている話中転送（CFB）トリガー値に到
達した場合にのみコールが転送されます。

•無応答時転送（CFNA）：設定されている [無応答時の呼び出し時間（No Answer Ring
Duration）]タイマーが期限切れになるか、接続先の登録が解除された後で、電話が応答しな
い場合にコールが転送されます。

•カバレッジなし時転送（CFNC）：ハントリストの電話番号をすべて使用したか、またはタ
イムアウトになった場合にコールが転送されます。カバレッジの関連ハントパイロットによ

り、最終転送に [個人の初期設定を使用（Use Personal Preferences）]“ ”が指定されます。

•未登録不在転送（CFU）：リモートWANリンクの障害が原因で電話が未登録の場合にコー
ルが転送されます。また、公衆電話交換網（PSTN）経由での自動再ルーティング機能が提供
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されます。発信者のタイプ（内部または外部）に基づいてコールを転送することもできま

す。

• CFA接続先オーバーライド：コールの転送先ユーザ（ターゲット）が、コールが転送される
ユーザ（イニシエータ）にコールを発信するときに、コールが転送されます。ターゲットに

コールが転送される代わりに、イニシエータの電話で呼出音が鳴ります。

不在転送（CFA ループ防止と CFA ループブレークアウトを含む）
不在転送（CFA）では、電話ユーザが 1つの電話番号にすべてのコールを転送できます。

CFAは内線コールと外線コールに設定できます。またコーリングサーチスペース（CSS）を設定
して、ボイスメールシステムやダイヤルした接続先番号にコールを転送できます。Cisco Unified
Communications Managerには、CFAのセカンダリコーリングサーチスペース設定フィールドが
あります。CFAのセカンダリ CSSと、CFAの既存の CSSとの組み合わせにより、代替 CSSシス
テム設定がサポートされます。CFAをアクティブにすると、CFA接続先の検証および CFA接続
先へのコールのリダイレクトには、CFAのプライマリ CSSとセカンダリ CSSだけが使用されま
す。これらのフィールドが空白の場合、ヌル CSSが使用されます。CFAのプライマリ CSSで設
定されている CSSフィールドと、CFAのセカンダリ CSSのフィールドだけが使用されます。電
話から CFAをアクティブにすると、CFAの CSSと CFAのセカンダリ CSSを使用して CFA接続
先が検証され、この CFA接続先がデータベースに書き込まれます。CFAがアクティブな場合、
CFA接続先は常に、CFAの CSSおよび CFAのセカンダリ CSSに対して検証されます。

Cisco Unified Communications Managerでは、CFAループが特定されると電話での CFAアクティブ
化が防止されます。たとえば、電話番号が1000の電話でユーザが [不在（CFwdALL）]ソフトキー
を押し、CFA接続先として 1001を入力し、1001がすべてのコールを電話番号 1002に転送し、
1002がすべてのコールを電話番号 1003に転送し、1003がすべてのコールを 1000に転送する場合
に、CiscoUnifiedCommunicationsManagerはコール転送ループを検出します。この状況では、Cisco
Unified Communications Managerはループが発生していることを特定し、電話番号 1000の電話で
CFAのアクティブ化を防止します。

同一電話番号が異なるパーティションに存在している場合、たとえばパーティション 1と 2に
電話番号 1000が存在している場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerではその電話でCFA
をアクティブにできます。

ヒント

CFAループは呼処理には影響しません。これは、Cisco Unified Communications Managerでは CFA
ループブレークアウトをサポートしており、これによりCFAループが特定されると、転送チェー
ンの電話番号の 1つで CFNA、CFBなどの転送オプションが CFAとともに設定されている場合で
も、コールが転送チェーン全体を通過し、不在転送ループを抜けて、ループが予期されていると

おりに完了することが保証されるためです。

たとえば、電話番号 1000の電話のユーザがすべてのコールを電話番号 1001に転送し、1001がす
べてのコールを電話番号 1002に転送し、1002がすべてのコールを電話番号 1000に転送すると、
CFAループが発生します。さらに、電話番号 1002では電話番号 1004への CFNAが設定されてい
るとします。電話番号 1003の電話のユーザが電話番号 1000にコールを発信すると、コールは
1001に転送され、さらに 1002に転送されます。CiscoUnified CommunicationsManagerはCFAルー
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プを特定し、ループを終了させるコールが電話番号 1002への接続を試行します。電話番号 1002
の電話のユーザがコールに応答する前に [無応答時の呼び出し時間（No Answer Ring Duration）]
タイマーが期限切れになると、Cisco Unified Communications Managerはコールを電話番号 1004に
転送します。

1つのコールについて Cisco Unified Communications Managerが複数の CFAループを特定すること
があります。この場合、各ループが特定されるたびにコールの接続が試行されます。

コール転送の設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

管理者は、設計基準と要件に基づいて、特定の番号

へのコール転送を制限するようにパーティションを

設定できます。

コール転送のパーティション

の設定, （4ページ）
ステップ 1   

管理者は、設計基準と要件に基づいて、特定の番号

へのコール転送を制限するようにコーリングサーチ

スペースを設定できます。

コール転送のコーリングサー

チスペースの設定, （5ペー
ジ）

ステップ 2   

ハントが失敗したときにコールを転送できます（つ

まり、ハントパーティが応答せずにハントが終了し

ハントリストが使用できない

場合またはハントタイマーが

ステップ 3   

た場合。これは、リストのハント番号の電話が取ら期限切れになった場合のコー

ル転送の設定, （6ページ） れなかった、またはハントタイマーがタイムアウト

したことが原因です）。

帯域幅が不十分であるために発信された電話番号へ

のコールが失敗した場合、代替ルートとして公衆電

帯域幅不足時転送の設定, （
9ページ）

ステップ 4   

話交換網（PSTN）を使用して自動代替ルーティン
グ（AAR）の接続先に、またはボイスメールシス
テムに、コールを転送できます。

応答されなかったコールは、電話番号と転送された

接続先に転送できます。最終的な手段としてコール

は代替接続先に転送されます。

代替宛先への転送の設定, （
11ページ）

ステップ 5   

CFA、CFB、CFNA、CFNC、CFUなどの追加の転送
タイプを設定できます。これらすべての転送タイプ

その他のコール転送タイプの

設定, （12ページ）
ステップ 6   

は、[電話番号の設定（Directory Number
Configuration）]ウィンドウから設定できます。

管理者は、CFAの接続先が CFAの転送元に発信し
たときに CFAをオーバーライドできます。これに

コール転送の転送先オーバー

ライドの有効化, （13ペー
ジ）

ステップ 7   

より、CFAの接続先は、重要なコールがある場合に
転送元に到達できるようになります。
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目的コマンドまたはアクション

コール転送のパーティションの設定

パーティションを設定して、電話番号（DN）の論理グループと、到達可能性の特徴が類似した
ルートパターンを作成します。パーティションを作成することで、ルートプランが組織、場所、

コールタイプに基づいた論理サブセットに分割されることになり、コールルーティングが容易に

なります。複数のパーティションを設定できます。

設計基準と要件に基づいて特定の番号へのコール転送を制限するためにパーティションを設定し

ます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティション（Partition）]を選択し
ます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして新しいパーティションを作成します。
ステップ 3 [パーティション名、説明（Partition Name, Description）]フィールドに、ルートプランに固有の

パーティション名を入力します。

パーティション名には、英数字とスペースの他にハイフン（-）とアンダースコア（_）を使用で
きます。パーティション名に関するガイドラインについては、「関連項目」の項を参照してくだ

さい。

ステップ 4 パーティション名の後にカンマ（,）を入力し、パーティションの説明を同じ行に入力します。
説明には、任意の言語で最大50文字を使用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、角括弧（[ ]）は使用できません。
説明を入力しなかった場合は、Cisco Unified Communications Managerが、このフィールドに自動
でパーティション名を入力します。

ステップ 5 複数のパーティションを作成するには、各パーティションエントリごとに 1行を使います。
ステップ 6 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付ける

スケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。[な
し（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 7 次のオプションボタンのいずれかを選択して、[タイムゾーン（Time Zone）]を設定します。

• [発信側デバイス（Originating Device）]：このオプションボタンを選択すると、発信側デバ
イスのタイムゾーンと [スケジュール（Time Schedule）]が比較され、パーティションが着信
コールの受信に使用できるかどうかが判断されます。

• [特定のタイムゾーン（Specific Time Zone）]：このオプションボタンを選択した後、ドロッ
プダウンリストからタイムゾーンを選択します。選択されたタイムゾーンと [スケジュール
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（Time Schedule）]が比較され、着信コールの受信にパーティションが使用できるかどうか
が判断されます。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

コール転送のパーティション名のガイドライン, （5ページ）

コール転送のパーティション名のガイドライン

コーリングサーチスペースのパーティションのリストは最大 1024文字に制限されています。つ
まり、CSS内のパーティションの最大数は、パーティション名の長さによって異なります。次の
表を使用して、パーティション名が固定長である場合のコーリングサーチスペースに追加できる

パーティションの最大数を決定します。

表 1：パーティション名のガイドライン

パーティションの最大数パーティション名の長さ

3402文字

2563文字

2044文字

1725文字

。。。。

9210文字

6415文字

コール転送のコーリングサーチスペースの設定

コーリングサーチスペースは、通常はデバイスに割り当てられるルートパーティションの番号

付きリストです。コーリングサーチスペースでは、発信側デバイスが電話を終了しようとする際

に検索できるパーティションが決定されます。

特定の番号へのコール転送を設計基準と要件に基づいて制限するには、コーリングサーチスペー

スを設定します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。

各コーリングサーチスペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前に

は、最長50文字の英数字を指定でき、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、およびアンダー
スコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、説明を入力します
説明には、任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]ドロップダウンリストから、次の手順のいず
れかを実施します。

•パーティションが 1つの場合は、そのパーティションを選択します。

•パーティションが複数ある場合は、コントロール（Ctrl）キーを押したまま、適切なパーティ
ションを選択します。

ステップ 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（Selected Partitions）]フィールド
にパーティションを移動させます。

ステップ 7 （任意） [選択されたパーティション（Selected Partitions）]ボックスの右側にある矢印キーを使
用して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

ハントリストが使用できない場合またはハントタイマーが期限切れ

になった場合のコール転送の設定

ハントの概念はコール転送とは異なります。ハントを使用すると、Cisco Unified Communications
Managerが 1つ以上の番号リストにコールを転送でき、各リストは一定のアルゴリズムのセット
から選択されるハント順序を指定します。これらのリストからコールがハントパーティに転送さ

れ、パーティが応答できなかった、または話中であった場合、次のハントパーティでハントが再

開されます（次のハントパーティは現在のハントアルゴリズムによって異なります）。その後、

ハントは対象となる相手の無応答時転送（CFNA）、話中転送（CFB）、または不在転送（CFA）
の設定値を無視します。

コール転送では、着信側が応答できなかった、または話中でありハントが行われなかった場合に

コールをどのように転送するか（転送またはリダイレクト）を詳細に制御できます。たとえば、
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回線のCFNA値がハントパイロット番号に設定されている場合、その回線へのコールに応答がな
かったら、コールはハントパイロット番号に転送され、ハントが開始されます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ハントパイロット（Hunt Pilot）]を選択します。
[ハントパイロットの検索と一覧表示（Find and List Hunt Pilots）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
設定済みのハントパイロットのリストが表示されます。

ステップ 3 ハントが失敗したときにコール処理を設定するパターンを選択します。

[ハントパイロットの設定（Hunt Pilot Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ハントコール処理設定（Hunt Call Treatment Settings）]エリアで [ハントパイロットの設定（Hunt
Pilot Configuration）]のフィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細につい
ては、関連項目のセクションを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

コール転送に関するハントコール処理フィールド, （7ページ）

コール転送に関するハントコール処理フィールド

説明フィールド

ハントコール処理の設定（Hunt Call Treatment Settings）

[無応答時ハント転送（Forward Hunt No Answer）]フィールドまたは [話中ハント転送
（Forward Hunt Busy）]フィールドは、ルートリスト経由でコールを移動するために
設計されたものです。キューイングはルートリスト内で発信者を保持するために使用

されます。そのため、キューイングを有効にすると、[無応答時ハント転送（Forward
Hunt No Answer）]と [話中ハント転送（Forward Hunt Busy）]の両方が自動的に無効
になります。逆に、[無応答時ハント転送（Forward Hunt No Answer）]または [話中ハ
ント転送（Forward Hunt Busy）]を有効にすると、キューイングが自動的に無効にな
ります。

（注）
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説明フィールド

ハントリスト経由で配信されたコールが特定の期間応答を返さな

かった場合に、このフィールドでそのコールの転送先を指定しま

す。次のいずれかのオプションを選択します。

•無応答コールを転送しない（DoNotForwardUnansweredCalls）

• [回線グループメンバーの転送設定を使用（UseForwardSettings
ofLineGroupMember）]（[個人の初期設定を使用（UsePersonal
Preferences）]チェックボックスの代わり）

•無応答コールを転送する（Forward Unanswered Calls to）

◦ [宛先（Destination）] —コールを転送する必要がある電
話番号を入力します。

◦ [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）] —
この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用される

コーリングサーチスペースをドロップダウンリストか

ら選択します。

• [最大ハントタイマー（Maximum Hunt Timer）] —キューイン
グを使用しないハンティングの最大時間を指定する値（秒単

位）を入力します。

有効な値は 1～ 3600です。デフォルト値は 1800秒（30分）
です。

このタイマーは、期限が切れる前に、ハントメンバーがコー

ルに応答するか、ハントリストが使い果たされた場合に、

キャンセルされます。このタイマーの値を指定しなかった場

合は、ハントメンバーが応答するか、ハントリストが使い果

たされるまで、ハンティングが継続されます。どちらのイベ

ントも発生しなかった場合は、最終処理用のコールが受信さ

れてから 30分間ハンティングが継続されます。

ハンティングが [転送最大ホップ数（Forward Maximum
HopCount）]サービスパラメータで指定されたホップ数
を超えた場合は、ハンティングが 30分の最大ハントタ
イマー値の前に期限切れになり、発信者にリオーダー音

が流されます。

（注）

無応答時ハント転送

（Forward Hunt No Answer）

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
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説明フィールド

ハントリスト経由で配信されたコールが特定の期間応答を返さな

かった場合に、このフィールドでそのコールの転送先を指定しま

す。次のいずれかのオプションを選択します。

•無応答コールを転送しない（DoNotForwardUnansweredCalls）

•回線グループメンバーの転送設定を使用（UseForwardSettings
of Line Group Member）

•無応答コールを転送する（Forward Unanswered Calls to）

◦ [宛先（Destination）] —コールを転送する必要がある電
話番号を入力します。

◦ [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）] —
この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用される

コーリングサーチスペースをドロップダウンリストか

ら選択します。

話中ハント転送（Forward
Hunt Busy）

帯域幅不足時転送の設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]を選択します。
[電話番号の検索/一覧表示（Find and List Directory Numbers）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
設定済みの電話番号のリストが表示されます。

ステップ 3 帯域幅が不足しているときのコール転送を設定する電話番号を選択します。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [AAR設定（AAR Settings）]エリアのフィールドを設定します。フィールドとその設定オプショ
ンの詳細については、関連項目のセクションを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

コール転送に関する電話番号設定フィールド, （10ページ）
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コール転送に関する電話番号設定フィールド

説明フィールド

コールをボイスメールに転送する場合にこの

チェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにする

と、Cisco Unified Communications
Managerは、[宛先（Destination）]
フィールドと [コーリングサーチス
ペース（CallingSearchSpace）]フィー
ルドの値を無視します。

（注）

[ボイスメール（Voicemail）]

外部電話番号マスクを使用する代わりに、ダイ

ヤルする AAR接続先を決定するための接続先
マスクを入力します。

[AAR接続先マスク（AAR Destination Mask）]

ドロップダウンリストから AARグループを選
択します。これは、帯域幅不足のためにブロッ

クされるコールをルーティングするために使用

するプレフィックス番号を提供します。[なし
（None）]を選択した場合、サーバはブロック
されたコールを再ルーティングしようとしませ

ん。

この値は、[システム（System）] > [サービスパ
ラメータ（Service Parameters）]から、[優先代
替パーティタイムアウト（Precedence Alternate
Party Timeout）]サービスパラメータを設定す
ることもできます。

[AARグループ（AAR Group）]

デフォルトで、電話番号設定によってコールの

AARレッグがコール履歴に保持されます。これ
により、ボイスメールシステムへの AAR転送
でユーザがボイスメッセージを残すよう確実に

促されます。

このチェックボックスをオンにすると、コール

のAARレッグがコール転送履歴に残されます。

この接続先を不在転送履歴に保持する（Retain
this destination in the call forwarding history）
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代替宛先への転送の設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]を選択します。
[電話番号の検索/一覧表示（Find and List Directory Numbers）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
設定済みの電話番号のリストが表示されます。

ステップ 3 代替宛先を設定する電話番号を選択します。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [MLPPの代理パーティと社外秘アクセスレベル設定（MLPPAlternate Party And Confidential Access
Level Settings）]エリアのフィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細につ
いては、関連項目のセクションを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

コール転送のためのMLPP代替パーティおよび社外秘アクセスレベル設定フィールド, （11
ページ）

コール転送のための MLPP 代替パーティおよび社外秘アクセスレベル設定フィール
ド

説明フィールド

ディレクトリ番号が優先コールを受信し、この

番号とそのコール転送先の両方が優先コールに

応答しない場合に、MLPP優先コールを転送す
る番号を入力します。

値には、数字、シャープ（#）およびアスタリ
スク（*）を使用できます。

転送先（Target、接続先）

ドロップダウンリストから、MLPP代替パー
ティのターゲット（接続先）番号に関連付ける

コーリングサーチスペースを選択します。

MLPPコーリングサーチスペース（MLPP
Calling Search Space）

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
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説明フィールド

このディレクトリ番号とそのコール転送先が優

先コールに応答しない場合に、MLPP優先コー
ルをこのディレクトリ番号の代替パーティに転

送するまでに待機する秒数（4～ 60）を入力し
ます。

この値は、CiscoUnifiedCMの管理の [システム
（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）]から、[優先代替パーティタイム
アウト（Precedence Alternate Party Timeout）]で
設定できます。

[MLPP無応答時の呼び出し時間（秒）（MLPP
No Answer Ring Duration (seconds)）]

その他のコール転送タイプの設定

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウから、不在転送（CFA）、話中転
送（CFB）、無応答時転送（CFNA）、カバレッジなし時転送（CFNC）、未登録不在転送（CFU）
を設定できます。

はじめる前に

コール転送機能を意図されたとおりに機能させるため、さまざまなパーティションの設定済みの

電話と電話番号に、コール転送コーリングサーチスペースも設定するよう推奨します。そうしな

いと、転送が失敗する場合があります。コール転送の接続先にコールが転送またはリダイレクト

されると、設定されているコール転送のコールサーチスペースがコール転送に使用されます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerから、[コールルーティング（Call Routing）] > [電話番号の
設定（Directory Number Configuration）]を選択します。
[電話番号の検索/一覧表示（Find and List Directory Numbers）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 CFA、CFB、CFNA、CFNC、CFUを設定するには、[電話番号の設定（Directory Number
Configuration）]ウィンドウの [コール転送とコールピックアップの設定（Call Forwarding and Call
PickupSettings）]フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、
「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

コール転送のフィールド
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コール転送の転送先オーバーライドの有効化

コール転送の転送先オーバーライドを有効にすると、CiscoUnifiedCommunicationsManagerはCFA
の宛先が発信者番号と一致したときにCFAの宛先を無視します。オーバーライドは、内部コール
と外部コールの両方に適用されます。

発信者番号が変換されている場合、発信者番号はCFAの宛先と一致せず、オーバーライドは発生
しません。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。
[サービスパラメータの設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [クラスタ全体のパラメータ（機能 -保留復帰（Clusterwide Parameters (Feature - Hold Reversion)）]
領域で、[CFAの宛先オーバーライド（CFA Destination Override）]サービスパラメータ値を [はい
（True）]に設定します。

コール転送の連携動作と制限事項

コール転送の連携動作

データのやり取り機能

コールバック通知画面から発信したコールは、着信側 DNで設定
されているすべてのコール転送設定値をオーバーライドします。

コールバックリコールタイマーが期限切れになる前にコールを発

信する必要があります。このようにしないと、コールはコール転

送設定値をオーバーライドしません。

コールバック

接続番号表示制限は、このシステムから発信されるすべてのコー

ルに適用されます。この値を [True]に設定すると、このフィール
ドは既存の Cisco Unified Communications Managerアプリケーショ
ン、機能、および呼処理と透過的に連携して動作します。この値

は、システムの内部または外部で終了するすべてのコールに適用

されます。接続番号表示が更新され、不在転送または話中転送の

転送先にコールがルーティングされるか、コール転送または CTI
アプリケーションでリダイレクトされる場合、変更された番号ま

たはリダイレクトされた番号が表示されるようになりました。

コール表示の制限

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
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データのやり取り機能

CiscoUnified IP Phoneでは、サイレント（DND）機能がアクティブ
であることを示すメッセージがユーザに新しいボイスメッセージ

が届いていることを示すメッセージよりも優先されます。ただし、

不在転送機能がアクティブであることを通知するメッセージがDND
よりも優先されます。

サイレント

外部コール制御はトランスレーションパターンレベルでコールを

代行受信しますが、コール転送は電話番号レベルでコールを代行

受信します。外部コール制御が優先されます。コール転送が起動

されるコールの場合、トランスレーションパターンに外部コール

制御プロファイルが割り当てられていると、Cisco Unified
Communications Managerは付加ルートサーバにルーティングクエ
リを送信します。コール転送がトリガーされるのは、付加ルート

サーバが Cisco Unified Communications Managerに Continueオブリ
ゲーションと Permit決定を送信する場合だけです。

外部コール制御に対応した [コール転送ホップカウント
（Call Diversion Hop Count）]サービスパラメータと、
コール転送に対応した [コール転送コールホップカウン
ト（Call Forward Call Hop Count）]サービスパラメータ
は相互に独立しており、個別に機能します。

（注）

外部コール制御

Cisco Extension Mobility Cross Clusterはコール転送をサポートして
います。

クラスタ間のエクステン

ションモビリティ

（Extension Mobility Cross
Cluster）

Extend and Connectは不在転送をサポートしています。Extend and Connect

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウの
[無応答時転送（Forward No Answer）]フィールドが設定されてい
ない場合、コール転送はクラスタ全体の CFNAタイマーサービス
パラメータ [無応答時転送タイマー（Forward No Answer Timer）]
を使用します。

コール転送と同時にユーザが [即転送（iDivert）]ソフトキーを押
すと、コールはボイスメールではなく、割り当てられているコー

ル転送電話番号に転送されます。これは、タイマーで設定されて

いる時間が短すぎるためです。この状況を解決するには、CFNAタ
イマーサービスパラメータに十分な時間（例：60秒）を設定しま
す。

即時転送
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データのやり取り機能

CiscoUnified CommunicationsManagerは、着信および転送デバイス
に関連付けられている地理位置 ID情報を使用して、論理パーティ
ションポリシーチェックを実行します。この処理はすべてのコー

ル転送に適用されます。

論理パーティション設定

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
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データのやり取り機能

Multilevel Precedence and
Preemption（MLPP）
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データのやり取り機能

話中転送

•必要に応じて、MLPP対応ステーションに事前設定の優先代
替パーティターゲットを設定できます。

• Cisco Unified Communications Managerは、優先コールに優先
代替パーティ転送手順を適用する前に、通常の方法で優先コー

ルを転送するため話中転送機能を適用します。

•複数の転送コール間ではコールの優先度が維持されます。

•着信優先コールの優先度が既存のコールの優先度より高い場
合は、プリエンプションが実行されます。優先コールの転送

先ステーションがコールを切断するまで、アクティブコール

のプリエンション側に対し、連続的なプリエンプショントー

ンが再生され続けます。コール切断後は、優先コールの転送

先ステーションに対し、優先呼び出し音が再生されます。転

送先ステーションは、オフフックになるとプリエンプション

コールに接続します。

無応答時転送

•優先レベルが [プライオリティ（Priority）]以上のコールの場
合、呼処理により、転送プロセスでコールの優先レベルが維

持され、転送先ユーザがプリエンプション処理されることが

あります。

•優先コールの転送先として代替パーティが設定されている場
合、優先コール代替パーティタイムアウトが期限切れになっ

た後で、呼処理により優先コールは代替パーティに転送され

ます。優先コールの転送先で [代替パーティ（AlternateParty）]
値が設定されていない場合、呼処理により優先コールが [無応
答時転送（Call Forward No Answer）]値に転送されます。

•通常、優先コールはボイスメールシステムではなくユーザに
ルーティングされます。管理者は、優先コールがボイスメー

ルシステムにルーティングされることを防ぐため、[優先コー
ルに標準 VM処理を使用する（Use Standard VM Handling For
Precedence Calls）]エンタープライズパラメータを設定しま
す。

着信優先コールの優先度が既存のコールの優先度以下の場合、呼

処理では通常のコール転送が実行されます。優先コールの転送先

ステーションがプリエンプティブ処理可能ではない場合（MLPPが
設定されていない場合）、呼処理ではコール転送が実行されます。

代替パーティ転送（APD）は、特殊なコール転送で構成されます。
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データのやり取り機能

ユーザがAPDに対して設定されていて、優先コールの転送先電話
番号（DN）が通話中か、応答しない場合、APDが実行されます。
MLPP APDは、優先コールだけに適用されます。MLPP APDコー
ルにより、優先コールの [DN無応答時転送（DN Call Forward No
Answer）]値は無効になります。

着信側デバイスの SIPプロファイルでのみプライバシーが設定さ
れており、不在転送（CFA）、話中転送（CFB）、または未登録不
在転送（CFUR）が有効である場合、設定されている呼び出し表示
が「“private”」の代わりに表示されます。コール転送で「“private”」
が表示されるようにするには、SIPプロファイルではなくトランス
レーションパターンまたはルートパターンで名前表示制限を設定

することが推奨されます。

通信履歴の元の着信側名

保護されている電話では不在転送がサポートされています。セキュアトーン

ユーザがコールを切り替えると、新しいコールがデスクフォンに

表示されます。デスクフォンが点滅している場合、デスクフォン

では切り替えたコールに対する不在転送がトリガーされません。

セッションハンドオフ
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コール転送の制限事項

制約事項機能

• [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications
Manager Administration）]またはCisco Unified Communications
セルフケアポータルで不在転送がアクティブになる場合、

Cisco Unified Communications Managerは CFAループを防止し
ません。

• Cisco Unified Communications Managerが不在転送ループを防
止するのは、CFAが電話からアクティブにされている場合、
不在転送コールのホップ数が、[転送の最大ホップ数（Forward
Maximum Hop Count）]サービスパラメータに指定されてい
る値を超えている場合、および転送チェーン内のすべての電

話で（CFB、CFNA、およびその他のコール転送オプション
ではなく）CFAがアクティブになっている場合です。

たとえば、電話番号 1000のユーザが電話番号 1001に不在転
送し、電話番号 1001では CFBと CFNAが電話番号 1002に
設定されており、電話番号 1002では CFAが電話番号 1000
に設定されている場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
ではコールが発信されます。これは、電話番号 1002が、電
話番号 1001の（CFAではなく）CFBおよび CFNA接続先と
して動作するためです。

•ボイスメールシステムに不在転送する場合は、コールバック
をアクティブにできません。

• [即転送（iDivert）]ソフトキーを押すと、[不在転送タイムア
ウト（Forward No Answer Timeout）]に関連する一般的では
ない状態が発生します。たとえば、無応答時転送タイムアウ

ト直後にマネージャが [即転送（iDivert）]ソフトキーを押す
と、コール転送によりコールが事前に設定されている電話番

号に転送されます。ただし、無応答時転送タイムアウト前に

マネージャが [即転送（iDivert）]ソフトキーを押すと、即時
転送によりコールがマネージャのボイスメールに転送されま

す。

コール自動転送

不在転送（CFA）と話中転送（CFB）がアクティブになっている
場合、システムは即時転送をサポートしません（CFAとCFBが即
時転送より優先されます）。

即時転送

インターコムコールを転送することはできません。インターコム
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制約事項機能

SIPを実行している電話（7906、7911、7941、7961、7970、およ
び 7971）がハントグループにログインしていて [不在転送（Call
ForwardAll）]がアクティブになっている場合、コールはSIPを実
行している電話に表示されます。

SIPを実行する 7940および 7960 IPフォンがハントグループにロ
グインし、不在転送がアクティブな場合、この電話はスキップさ

れ、回線グループの次の電話が呼び出されます。

ハントグループからのログ

アウト

論理パーティション処理は、次の状況では行われません。

•発信者と転送されたデバイスの両方が Voice over IP（VoIP）
電話の場合。

•地理位置情報または地理位置情報フィルタがどのデバイスに
も関連付けられていない場合。

論理パーティション設定

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）による補足サービス
のサポートにより、コール転送に関する次の制限事項が指定され

ます。

•着信MLPPコールの不在転送（CFA）サポートにより、MLPP
代替パーティ（MAP）ターゲットが設定されている場合に
は、着信側のMAPターゲットにコールが常に転送されます。
設定が誤っている場合（MAPターゲットが指定されていな
い場合）、コールは拒否され、発信側にリオーダー音が聞こ

えます。

•着信MLPPコールの無応答時転送（CFNA）サポートにより、
コールは CFNAターゲットに 1回転送されます。MAPター
ゲットが設定されている場合、最初のホップの後にコールに

対する応答がないと、コールは元の着信側のMAPターゲッ
トに転送されます。設定が誤っている場合（MAPターゲッ
トが指定されていない場合）、コールは拒否され、発信側に

リオーダー音が聞こえます。

•着信MLPPコールの話中転送（CFB）サポートにより、設定
されている転送ホップの最大数までコールが転送されます。

MAPターゲットが設定されている場合、最大ホップ数に達
すると、コールは元の着信側のMAPターゲットに転送され
ます。設定が誤っている場合（MAPターゲットが指定され
ていない場合）、コールは拒否され、発信側にリオーダー音

が聞こえます。

Multilevel Precedence and
Preemption（MLPP）
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